



















































































































































































































































































































































































　小学 4， 5， 6年生の子供たち19名（上賀茂学区13名，他学区 6名），上賀茂探検クラブの保護者
6名と大学から教員 2名，学生 1名，見学者としての小学校の教員 1名の合計10名で， 2班にわかれ，
6月19日（土）に，それぞれのコースを見学し，アンケートを書いてもらって現地解散で終了した。
ふれあいサロンでの注意をはじめ社家屋敷の説明も上述のように，上賀茂探検クラブの保護者が行っ
た。
　 4― 2）アンケート結果と考察
　説明や大人の人数の点からも上賀茂探検クラブの行事として主体が移行できたことがわかる。安定
した開催が可能となったので，平成17年からは上賀茂探検クラブの主催として，社家への依頼なども
含め上賀茂探検クラブの行事として実施することとした。大学関係者は説明冊子の作成と当日の付き
添いをすることとなった。しかし現実には，日程の調整などの打ち合わせや，種々の事情でどうして
も著者から依頼しなければならない社家屋敷の方などもある。また，上賀茂探検クラブの部長の交代
など体制が変わったときにうまく引継ぎができるかなど，まだまだ見守っていかなければならないこ
ともあるが，当初の目的のようなバイオリージョナリズムの精神にあう行事になると期待できるよう
になった。
　小学校の先生に限ったことではないのであろうが，第 1回の見学会から非常に熱心に協力し，見学
会当日も何くれとなく子供たちの世話をしてくれた先生もおられたが，会を進めるにつれ，子供達に
はまったく無関心で単なる見学者の一人としてしか行動されない先生もおられた。その差の大きさに
驚かされたのも事実である。
　アンケート結果はつぎのようになった。設問に対して回答のあった選択肢は以下のようで，対象は
子供たちのみで，カッコ内が回答者数である。
①　今日の見学会は楽しかったかを尋ねた。
　「とても楽しかった」（9），「楽しかった」（7），「何ともいえない」（3）。
②　勉強になったかを尋ねた。
　「非常に勉強になった」（7），「勉強になった」（11），「何ともいえない」（1）。
③　説明がわかったかを尋ねた。「よくわかった」（9），「大体わかった」（9），「何ともいえない」（1）。
④　時間が長かったかを尋ねた。「もっと長くても説明が聞きたかった」（1），「ちょうどよかった」
（13），「少し長かった」（4），「何ともいえない」（1）。
⑤　人数について尋ねた。
　「もっと少ない人数がよい」（4），「この程度の人数でよい」（11），「わからない」（4）。
　最初の頃に比べても十分よい状況になっており，現在の 2つのコースで，それぞれ内容，時間など
とも適当といえる。特に楽しい遊びがあるわけでもないので， 4年生にはやはり少し難しすぎる点は
あるようであるが，社家屋敷を見学したという思い出が残ればよいと思っている。
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5．考察とまとめ
　この社家と明神川に関する見学会については，計画段階から地域にほぼ定着させるまでに 5年かか
ったことになる。上賀茂地域に対しても色々な面で影響を与えた活動のひとつとなったが，現状に至
ることが出来た理由として以下のようなことが考えられる。
①いつまでも大学関係者が世話をするのであれば必要はないが，バイオリージョナリズムに基礎をお
き地元の方が地元の子供たちのために行なう行事として定着させるためには，単に見学会を進めるだ
けでなく，地元にある大学の一員として地元の方々との間にどのようにして信頼関係を築き，仲間の
一人として認知されるかが大切であった。このような人間関係の中ではじめて見学会活動が認知され
るので，地元の子供たちのための活動ということだけでは，受け入れられないし，地元は単なる傍観
者としてしか機能しなくなる。
　信頼関係を築いていくために地元の行事にも出来るだけ参加したりし，その中で頼まれることは積
極的に協力していった。さらに，主に地元を対象にした各種の活動を進めた。具体的には，小池の古
式泳法の模範演技の開催，スグキの講演会をはじめ，火星や月のクレーターの観望会，社家の特別公
開，シンポジウムの継続した開催などである。地元の防火研究会で講演，明神川の改修への助言など
も行なった。このような活動の中から，地元を研究材料に利用しているのではなく，地元のために活
動してくれているという信頼感が得られるようになった。平成15年には，地元の方々と賀茂文化研究
会を設立し，地元の各種団体の代表者に顧問になってもらった。この研究会が設立できたこと自体が
地元で受け入れられ信頼されるようになったという証明になる。
②地元に浸透していくためには，信頼してもらえる形での広報活動が大切であった。この点に関して
は，商業新聞が活動を記事として掲載してもらえたことが大きい。新聞社には趣旨を説明し，積極的
にお願いし 2つの全国紙と京都新聞が毎年のように記事にしてくれた。記事がもととなって，地元に
協力者がえられた。
③地元に種々の形での協力者が得られないとどのような活動も進めるのは困難である。色々な形で地
元の方々との仲介役をしてくれた郷土史家として知られる F氏，見学会について積極的に動いてく
れた上賀茂探検クラブおよび同部長の T氏，各種の活動に積極的に協力し，助言をしてくれる U氏
が得られた事が大きく，これらの方を通じて地元に多くの知り合いもできるようになった。ただ，上
賀茂地域は1300年以上の伝統があるがゆえに，人間関係が複雑で難しい面もあり，今後も慎重に進め
なければならないのも事実である。
　以上のような状況の中で，見学会にかつてあった地元からの反発はなくなり，むしろ積極的に協力
してくれる体制ができてきたし，その意義も理解が得られだした。各種の活動についても地元から好
意的な雰囲気が感じられるようになってきた。地元にも上賀茂の文化の保全・継承さらには地域の活
性化のためには，従来のように何もしないあるいは漫然と続けているだけでなく新たな積極的な活動
も必要であるという認識も受け入れられるようになってきており，事実，新たな活動も起こりだして
きている。社家屋敷と明神川の見学会が大きなきっかけづくりになったといっても言い過ぎではない。
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　見学会を実施するについては，社家の方々をはじめ地元の多くの方々および大学関係者のご協力や
有益なご教示もいただいた。ここに記して感謝する次第である。なお，本研究は，文部科学省の科学
研究費（代表者：勝矢淳雄）および京都産業大学総合学術研究所からの助成を受けた。
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